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シュローダー 
日本ファンド 

第56期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2026年２月24日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー日本ファンド」は、2026年２

月24日に第56期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
信託財産の成長を目的として、積極的な
運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー日本マザー
ファンド受益証券とします。 

シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー日本 
マザーファンド 
の 株 式 お よ び 
外 貨 建 資 産 の 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行
いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年２月24日、８月24日、ただ
し当該日が休業日の場合は翌営業日）に、
利子・配当収入と売買益（評価損益を含
みます。）等から基準価額の水準等を勘案
し行います。 
ただし、自動けいぞく投資コースを選択
されている方の場合は、分配金は税金を
差し引いた後、自動的に無手数料で再投
資されます。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー日本ファンド 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

52期(2024年２月26日) 31,925 0 14.5 4,494.35 18.2 100.1 0.1 4,847 

53期(2024年８月26日) 32,687 0 2.4 4,526.79 0.7 100.0 0.1 4,758 

54期(2025年２月25日) 33,165 0 1.5 4,687.95 3.6 99.9 0.0 4,630 

55期(2025年８月25日) 38,929 0 17.4 5,415.50 15.5 100.0 0.2 5,266 

56期(2026年２月24日) 50,065 0 28.6 6,729.06 24.3 99.9 0.2 6,767 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年８月25日 38,929 － 5,415.50 － 100.0 0.2 

８月末 38,911 △ 0.0 5,363.98 △ 1.0 99.6 0.2 

９月末 40,106 3.0 5,523.68 2.0 98.8 0.9 

10月末 40,462 3.9 5,865.99 8.3 98.9 1.0 

11月末 42,700 9.7 5,949.55 9.9 98.1 1.2 

12月末 43,471 11.7 6,010.98 11.0 99.5 0.7 

2026年１月末 45,379 16.6 6,288.77 16.1 100.3 0.2 

(期  末)       

2026年２月24日 50,065 28.6 6,729.06 24.3 99.9 0.2 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

※ 当ファンドは、約款でTOPIX（東証株価指数、配当込み）をベンチマークとすることを定めております。 

 ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 

 TOPIX（東証株価指数）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 

 また、TOPIX（東証株価指数）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値の

公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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○運用経過 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2025年８月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首38,929円でスタートした基準価額は、50,065円（分配後）で期末を迎え、期首比28.6％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、24.3％の上

昇で、当ファンドは、ベンチマークを4.4％上回りました。 

当期は、日本株式市場全般に一貫して上昇基調が継続し、期末にかけて主要株価指数は過去最高値を更新し

ました。基準価額も同様の経過を辿り、上昇して終えました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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・2025年８月は４～６月期の好決算と早期利下げ観測が追い風となり、主力から中小型へ物色の裾野が広が

りました。 

・９月は米金融政策の方向転換が意識され、利下げ再開の示唆を受けて金利感応度の高いＡＩ・半導体関連株

が上昇、連れて日本株は続伸しました。 

・10月は国内政治イベントや米利下げ観測がリスク選好を下支えし、日経平均株価の構成比上位銘柄への資

金集中が見られました。 

・11月は前月の急騰の反動でＡＩ関連株に利益確定売りが入る一方、内需・小型株が相対的に堅調となり、日

経平均株価が不安定な動きとなる反面ＴＯＰＩＸは底堅さを維持するなど対照的な動きとなりました。 

・12月はＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）で0.25％の利下げが決定され、市場では労働市場の下振れリスク

に対するコメントなどを受けた追加利下げへの期待が相場をサポートしました。 

・2026年１月以降は高市首相が衆議院解散を検討との報道を受けて期待感から市場全体で上昇基調が鮮明と

なり、２月の総選挙で自民党が歴史的勝利を収めると、さらに上昇ペースに拍車がかかりました。 

・セクター別では、非鉄金属、鉱業、石油・石炭製品が上位となり、その他製品、サービス業、情報・通信業

が下位となりました。 

 

 

 
・不採算事業からの撤退や生産性の向上などにより、利益率の改善が続いていることに加えて、株価バリュ

エーション面でも魅力的な水準にあるフジシールインターナショナルの組入比率を引き上げました。 

・主力の自動車向けを中心に高付加価値内装材で独自の地位を築き、安定成長が期待できるセーレンを新た

に組み入れました。 

・株価下落によりバリュエーション面での魅力が高まったＧＭＯインターネットグループの組入比率を引き

上げました。 

・株価上昇によりバリュエーション面での魅力が後退したＪＸ金属を一部売却しました。 

・株価上昇によりバリュエーション面での魅力が後退した三井物産を一部売却しました。 

・トヨタ不動産によるＴＯＢ（株式公開買付）が発表された豊田自動織機について、買付開始時期までの期間

が長かったことや、価格引き上げの可能性などを勘案し、時間分散を図りつつ組入比率を段階的に引き下げ

る方針をとりました。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー日本マザーファンドの運用について 
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※ 上記データは、全てベビーファンドベースです。投資比率は、マザーファンドの投資比率と当ファンドが保有するマザーファンド比率よ

り算出しております。 
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（プラス要因） 

・低ＰＥＲ（株価収益率）や低ＰＢＲ（株価純資産倍率）

などの特徴を持つバリュー株に対するオーバーウェ

イト 

・半導体パッケージ向けメッキ薬品の売上好調により、

営業利益予想を期初の前年比二割減益から増益へと

期中に上方修正した上村工業の株価が上昇したこと。 

・高収益であるファインケミカルの新製品の寄与によ

り、新年度大幅増収増益となる見通しを発表した四国

化成ホールディングスの株価が急騰したこと。 

・ＡＩサーバー関連製品の販売好調が好感されたＪＸ

金属の株価が上昇したこと。 

 

（マイナス要因） 

・前年比二桁の売上、利益成長が続くも市場の期待を下

回ったパルグループホールディングスの株価が下落

したこと。 

・事業環境は良好ながらも期中の修正利益見通し引き

上げを見送ったＴ＆Ｄホールディングスの株価が低

調な推移となったこと。 

・連結子会社で不適切な会計処理が見つかり、特別調査委員会の設置と決算発表の延期を発表したエア・

ウォーターの株価が下落したこと。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込

み）です。 
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収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第56期 

2025年８月26日～ 
2026年２月24日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 40,885  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中長期の業績見通しや株価の割安度などを重視した銘柄選

択を行い、長期的なリターンを最大化することを意識した運用を行っています。基本戦略は成長性と割安さを

兼ね備えた銘柄の発掘と長期保有です。 

長期の成長性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素

を加味して考察を加えます。また、企業の成長を長い時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡っ

て検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくること

があります。 

割安度については収益予測に基づいたＰＥＲを軸とした上で、様々な評価尺度や手法を参照し、多面的に判

断するよう心掛けています。 

また、市場平均を上回る成績を上げるためには、ポートフォリオ構築や銘柄選択、売買タイミングなどに関

して、市場で支配的な考え方から距離を置き、独自性を追求することも肝要だと考えます。 

ベンチマークとして参照しているＴＯＰＩＸの月間騰落率は2026年１月時点で既に10連騰となっており、

基調の強さを感じさせるとともに、主力銘柄から周辺銘柄へ関心が移るなど上昇局面に成熟感が見え隠れし

ていました。スピード調整や小休止があってもおかしくない所を、自民党の大勝を背景に２月は10％を超える

急騰で締め括り、11連騰となりました。このレベルの連騰は第一次、第二次オイルショックのあった1970年代

まで遡らないと確認できなかった現象ということで、あらためてインフレ下での上昇局面を目の当たりにし

ていることを実感しています。 

利益予想が引き上がるとともに、株価バリュエーションも切り上がっており、12か月先ベースの利益で測る

とＴＯＰＩＸのＰＥＲは２月末で17倍を超えてきました。リーマンショックのあった2008年以降では、利益が

急激に落ち込んでＰＥＲが尺度として適切でない時期を除くと既に最高水準を超えています。こうした状況

下では、連騰のけん引役であったモメンタム銘柄や高ベータ銘柄群を中心に、いずれバリュエーション面での

調整が必要なものが増えていると感じます。 

当ファンドでは業績見通しが良好ながらも市場の注目度がそれほど高くなく、バリュエーション面で割安

感が感じられる銘柄を多く組み入れています。１-２月の決算発表時期には、主に製造業において、そのよう

な属性の銘柄群への注目が集まり、一気に水準訂正を起こす格好で株価が急騰するケースが散見されました。

適正株価への収斂を伴う株価上昇の恩恵はきっちり享受しつつ、これまで鳴かず飛ばずであった安定成長株

等低ベータ銘柄群へのローテーションなども視野に入れつつポートフォリオ運営を行っていきます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 341  0.816  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (162)  (0.386)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (162)  (0.386)  ・購入後の情報提供 
・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 18)  (0.044)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.012   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.012)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 10   0.025   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  9)  (0.020)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 合 計 356   0.853    

期中の平均基準価額は、41,838円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー日本マザーファンド 39,475 285,151 45,696 334,614 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー日本マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 19,556,213千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 89,394,135千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.21   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年２月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー日本マザーファンド 776,895 770,674 6,815,695 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年２月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー日本マザーファンド 6,815,695 100.0 

コール・ローン等、その他 1,350 0.0 

投資信託財産総額 6,817,045 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年２月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,817,045,425   

 シュローダー日本マザーファンド(評価額) 6,815,695,149   

 未収入金 1,350,276   

(B) 負債 49,998,064   

 未払解約金 1,350,276   

 未払信託報酬 47,226,154   

 その他未払費用 1,421,634   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,767,047,361   

 元本 1,351,654,864   

 次期繰越損益金 5,415,392,497   

(D) 受益権総口数 1,351,654,864口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 50,065円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 1,352,763,706円 

期中追加設定元本額 69,451,057円 

期中一部解約元本額 70,559,899円 
 

○損益の状況 (2025年８月26日～2026年２月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 1,538,711,030   

 売買益 1,560,727,372   

 売買損 △   22,016,342   

(B) 信託報酬等 △   48,647,788   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 1,490,063,242   

(D) 前期繰越損益金 2,729,962,787   

(E) 追加信託差損益金 1,195,366,468   

 (配当等相当額) (  1,306,268,329)  

 (売買損益相当額) (△  110,901,861)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 5,415,392,497   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 5,415,392,497   

 追加信託差損益金 1,195,366,468   

 (配当等相当額) (  1,306,268,329)  

 (売買損益相当額) (△  110,901,861)  

 分配準備積立金 4,220,026,029   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（1,490,063,242円）、信託約款に規定す

る収益調整金（1,306,268,329円）および分配準備積立金

（2,729,962,787円）より分配対象収益は5,526,294,358円

（10,000口当たり40,885円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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